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9月定例会のあらまし

　

９
月
定
例
会
が
、
９
月
５
日
か
ら
１６
日
ま
で
の
１２
日
間
の
会
期

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
当
局
よ
り
提
出
さ
れ
た
、
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別

会
計
決
算
な
ど
認
定
７
件
、
議
案
１４
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
案

件
に
つ
い
て
認
定
、
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
各
課
よ
り
主
要
な
施
策
及
び
予
算
の
執
行
実
績
に
つ
い
て

詳
細
な
報
告
を
受
け
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
地
調

査
で
は「
南
部
中
学
校
体
育
館
空
調
設
備
」「
西
本
庄
グ
ラ
ウ
ン
ド
」

「
国
民
宿
舎
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
」
等
で
担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
で
は
、「
庁
舎
空

調
設
備
更
新
工
事
」
や
「
第
５
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
」、
一
人
当
た
り
５
，
０
０
０
円
の
「
み
な
べ
町
お
買
い
物
券

配
布
事
業
」
な
ど
の
関
連
予
算
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
関
連
で
は
、
国
の
特
別
措
置
法
と
し
て
旧
南
部
川
村
地
域

が
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
て
の
「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
計

画
の
策
定
」
や
「
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
制
定
」、

介
護
報
酬
不
正
受
給
に
伴
う
訴
訟
案
件
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
８
議
員
が
登
壇
し
町
政
を
質
し
ま
し
た
。
議
長

発
議
と
し
て
、
議
員
定
数
や
議
員
報
酬
、
政
務
活
動
費
等
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
「
議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
令
和
５
年
３
月
議
会
で
の
採
決
を
目
指
す
事
に
な
り
ま
し

た
。

令和３年度決算審査特別委員会で審議

令和３年度 決算を認定！

▲決算審査特別委員会の様子

認
定
７
件
、
議
案
１４
件
な
ど
原
案
通
り
可
決
！

みなべ町議会だより P2



9月定例会のあらまし

／総額　４8億2,985万円

●一般会計／　コロナ関連予算縮小で
歳出は例年並みの……94億3，575万円
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※グラフデータは、主要な項目を掲載しています。

●特別会計
（事業会計を含む）
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9月定例会のあらまし

「決算審査特別委員会 審査報告」
令和３年度 決算での指摘事項
令和３年度一般会計と各特別会計の決算について、議長と監

査委員１名を除く全議員で構成する「決算審査特別委員会」を
設置し、宮﨑繁幸委員長、玉井伸幸副委員長のもと、現地調査
を含めた 3日間にわたって審査しました。
歳入については町税や使用料金などの収納状況を、歳出に

ついては各課施策に対する妥当性（目的、投入金額、成果）を、
各方面から質疑し、審査を行いました。
最終日には、各議員の意見を集約し、審査報告書に取りまと

め、全会一致で認定しました。
各委員から出された主な意見や指摘事項を下記に報告します。

総 務 課 所 管
ふるさと応援寄付金は前年比68％増となり非常に喜ばしい
結果です。引き続きポータルサイトの見直しや積極的なPRに
より、自主財源確保に努めていただきたいと思います。
高齢者運転免許証自主返納支援事業については、返納者が
減少しており、更なるPRに努めていただきたいと思います。
令和３年に防災広場の造成工事が完成し、3,000人が避難で
きる防災拠点整備事業が着々と進行しています。１日でも早
い完成を望みます。

税 務 課 所 管
令和２年度の梅の生産量が減少した影響で、令和３年度の

個人町民税は約 2,800 万円の減収となりました。
収納率については繰越ししていたコロナ猶予分を収納した

ことで、前年度に比べ 1.5％増加し、98.9％となっています。
町税は、健全な財政運営を図るうえで重要な自主財源です。

今後も、公平な税負担のため、引き続き収納率向上の努力を
お願いします。

健康長寿課所管
新型コロナウイルス対策については、時間的な制約がある
なか、ワクチン接種などの事業に積極的に取り組んでいただ
き、感謝いたします。
はあと館に１６台のトレーニングマシンが更新されました
が、利用度が低いように思われます。町民の皆様が積極的に
利用できるような工夫をお願いします。
各種検診率の向上には様々な努力をしてくれています。一
方、未受診者の固定化も見られます。さらに未受診者解消に
向けた努力をお願いします。

住民福祉課所管
マイナンバーカードの取得率は令和 4 年 8 月末時点で

38.1％にとどまっており、国の 47.4％、県の 43.4％に遅れてい
ます。更なる PRで申請拡大に努めてください。
国民健康保険税の収納率は 96.5％で前年より 0.7％上回って

います。引き続き徴収率向上の努力をお願いします。

建 設 課 所 管
公園管理について委員から「公園のトイレ清掃は契約通り

に実施されているか、職員が随時チェックをしているか、抜
打ち検査が必要では」との意見がありました。公園は、休日
を中心に家族連れでにぎわう場所です、必要であれば管理体
制の見直しの実施もお願いします。
駅前の駐車場について、若干利用料金が増加しています。

町民の利便性確保のために安定した運用をお願いします。

う め 課 所 管
梅の機能性研究の成果として、梅の抗ウイルスについて特
許出願がされました。この成果が数多くのメディアに取り上
げられ、梅の消費拡大につながることを期待します。
委員から「各種イベントやテレビ放映等の情報をタイムリー
に告知することで、SNS 等での拡散が期待され、集客や PR
につながるのではないか」また「世界農業遺産の副読本を教
育旅行に活用しては」との意見がありました。
コロナ禍ですが、引き続き日本一の梅の町の PRを積極的
にお願いします。

生活環境課所管
公共下水道事業は、公共水域の水質改善に大きく寄与して

おり、未接続世帯に対しては、公平性の観点からも啓発を行い、
早期の接続に努められるようお願いします。
水道事業の収支は 2,052 万円の損失が出ています。今後も安

定的な給水体制を維持するために、一層の経費節減、適切な
施設の計画、財政計画に基づき安全性の高い水道事業の推進
に努めていただきたいと思います。

教育学習課所管
病児保育事業の登録児童、利用児童が増加しています。今後、

更なる増加が予想されます、対応の検討をお願いします。
中学校３校の体育館に空調設備が整備されました。快適な

環境でスポーツ等に励んでいただきたいと思います。
各種団体への補助金額について、活動実績、繰越金を判断し、

引き続き適切な指導をお願いします。

産 業 課 所 管
イノシシの捕獲数は豚熱の影響もあり、大幅に減少しまし
た。一方、アライグマは前年度比 30％増となっています。農
作物の被害を軽減するために引き続き事業の継続をお願いし
ます。
イセエビやクエ、ヒラメの放流事業が実施されています。
費用対効果をあげるためにも、漁業組合とともに適正管理に
心がけていただきたいと思います。
国民宿舎に新たに設置されたワークスペースについては、
利用者が少ないように思われます。料金設定、町民の利用、
PR方法の工夫、風呂や食事とのセットなど、新しい試みを期
待します。
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令和３年度はこんな事に使われました（抜粋）
総　務

ふるさと応援寄付金返礼品	 5,319万円
交通安全施設整備（カーブミラー新設31基）
	 355万円
コミュニティバス運行事業	 1,390万円

保健・福祉

障がい者自立支援給付	4億4,105万円
子ども医療費	 4,146万円
はあと館外部改修工事	 3,859万円
トレーニングマシン16台	 1,240万円
新型コロナ対策	 7,388万円
生活習慣病予防対策	 2,740万円

教　育

こども園整備関連補助	 8億5,897万円
全中学校体育館空調設備整備	1億2,282万円
文化財保護補助事業（須賀神社）	1,104万円
千里王子跡等国指定申請	 252万円
西本庄グラウンド改修工事	1億896万円

生活・環境

ごみ焼却場運営管理業務委託	2,453万円
一般廃棄物収集運搬委託	 7,992万円
田辺市ごみ処理委託	 5,530万円

観光・商工

プレミアム商品券助成	 1,100万円
お買い物券配布事業	 6,294万円
国民宿舎ワークスペース整備工事
	 1,926万円
観光振興事業	 437万円

建設・土木

ナデオ農道整備事業	 1億7,282万円
三里峰地区治山工事	 4,320万円
町道維持補修工事	 5,233万円
町道改良工事	 1億1,108万円
（町道市井川線、埴田線、宇呂住線等）

河川事業費	 2,078万円

消防防災

デジタル防災行政無線整備	 1,683万円
防火水槽整備	 2,127万円
消防道路整備工事（清川）	 1,152万円
事前復興計画作成	 720万円
土嚢ステーション整備	 921万円
防災拠点整備事業	 1億5,632万円

農林水産
有害鳥獣捕獲事業	 1,665万円
イセエビ放流事業	 250万円
世界農業遺産推進事業	 289万円
梅対策事業	 775万円
うめ振興館費	 2,169万円

文化財保護事業として
修復が進む須賀神社

はあと館に設置された
トレーニングマシン

浄化センター敷地内
に建設された土嚢ス
テーション
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庁舎空調設備
更新工事請負費
１億5,455万円

現庁舎は今年で完成から23年が
経過します。数年前から頻繁に故障
が発生するようになりましたが、部
品の製造も終了していることから室
外機を全面的に取り替える必要が生
じたため更新をするものです。

みなべ町お買い物券配布事業補助金
6,123万円

コロナ禍と物価高騰における町民への生活支援と、消費
落ち込みによる町内の事業者への経済対策として、町民全
員を対象として1人5,000円分の商品券を各世帯に郵送で配
布します。
使用期限は来年2月10日

までとなります。

みなべ町施設園芸用燃油価格高騰緊急対策支援事業　380万円
燃油価格高騰の影響を受けやすい施設園芸農家に対して、高
騰分の一部を支援します。県支援金１/4に町支援金１/4を上乗
せするものです。
対象油種は、A重油及び灯油とし、対象数量は、対象期間で

ある今年度１１月１日から来年３月５日までに納品された数量
です。
支援の算定につきましては、各月の平均価格から、基準価格

の差額の1/4に購入数量を乗じ、月ごとの合計になります。
最終的に県と町を合わせて1/2が補助されます。

●注目予算をピックアップ

補 正 予 算
令和４年度
一般会計 主な内容

項　目 補正額 主な内容 総　額

一般会計 8億
1,027 万円

減債基金費（積立金） 5億 500 万円

91 億 8,469 万円

庁舎空調設備更新工事請負費 1億 5,455 万円

新型コロナワクチン接種医師委託料 576 万円

新型コロナワクチン接種看護師委託料 360 万円

新型コロナワクチン個別接種委託料 410 万円

みなべ町施設園芸用燃油価格高騰緊急
対策支援事業補助金 380 万円

森林経営管理事業委託料 500 万円

林道湯の川線整備工事請負費 1,000 万円

みなべ町お買い物券配布事業補助金 6,123 万円

学校備品購入費 286 万円
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●9月定例会で審議された主な条例改正等と審議結果

反対討論　玉井伸幸議員
第 5 号議案 子育て交流施設設置管理条例 について

　元幼稚園を子育て交流施設として再活用するにあたって、その管理のためにスポーツクラブ
（SC）を指定管理者とし、委託料を SCの運営費にあてるとの案には違和感がある。
　現在、森林組合が備長炭振興館を指定管理しているが、専門性に照らして森林組合がこれに
あたるのは当然だ。同様に、もしスポーツ施設の管理を SCにというなら理解もできる。子育て
関係施設を SCが管理することは本来の指定管理者制度にそぐわないのではないか。（下記参照）
しかも、それが SCの運営費のためだとなると公金の目的外使用にあたりかねず、やはり反対せ
ざるを得ない。
　SC関係者の日頃の活動に対して町がその運営を助けることは必要だと思う。また、幼稚園跡
での常駐にも賛成する。しかし、指定管理者とする案には賛成できない。指定管理者の選定は本
来公募であり、透明かつフリーであるはず。選定の仕方、公金の使用の観点から疑問は拭えない。

9 月定例会　提案議案での賛否　（反対のあった議案のみ）

議　案 山本 池田 真造 下村 井口 細川 出口 谷本 宮㟢 玉井 棒引 丸山 天野 原田

議案第 5号 みなべ町子育て交流施設の設置
及び管理に関する条例について ○ ○ ○ × × ○ × ○ × × ○ ○ ○ -

議案第 7号 令和 4年度みなべ町一般会計
補正予算（第 4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ -

※	○：賛成、×：反対　原田議長は採決に加わりません。

みなべ町過疎地域持続的
発展計画の策定について

みなべ町子育て交流施設の設置及び管理に関する条例について

みなべ町上下水道料金制度
審議会条例について

　令和 4年 4月 1日に旧南部川村地域が過疎地域と
して公示されました。過疎地域とは、財政力指数や
人口減少の一定割合を満たした区域のことです。公
示されたことで、過疎地域持続的発展市町村計画を
定めた場合、過疎対策事業債等、財政上の優遇措置
や税制上の特別措置を受けることができます。
★特別措置法の適用に伴う固定資産税の課税免除に
関する条例の制定を可決。

　令和	3 年度末をもって閉園した旧南部幼稚園の施設を子育て交流
施設として活用するため、	適正な管理と運営を図り、必要な事項を定
めようとするものです。
主な内容
・開館時刻　10 時　・休館日　月曜日
・施設の管理は指定管理者が行う。

　水道事業、下水道事業の公営企業におい
て、特に水道事業における経営に及ぼす料
金水準の妥当性を見直し、広く関係者や学
識者の方に今後のみなべ町の水道料金のあ
り方について考えや意見をいただき、審議
を行ってもらうために制定する条例です。
　審議会の委員は各地区や各業界の代表な
ど 12 名を予定しています。

※指定管理者制度とは、公的施設の管理運営をノウハウのある民間事業者に委託する制
度で、効率・効果的な管理によりサービス向上とコスト削減をねらいとするもの。みなべ町議会だよりP7



Q
常
勤
と
非
常
勤
職
員
の
休

業
中
の
給
料
は
。

A
給
料
は
無
給
で
す
。
常
勤

職
員
は
共
済
組
合
か
ら
、
非
常

勤
職
員
で
週
２０
時
間
以
上
の
勤

務
が
あ
れ
ば	

共
済
組
合
に
入

れ
ま
す
の
で
、
い
く
ら
か
の
手

当
は
出
ま
す
。

Q
２
階
第
１
学
習
室
が
有
料

と
は
。

A
団
体
で
占
用
使
用
す
る
こ

と
も
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

お
り
、
条
例
で
使
用
料
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

　

占
用
使
用
料
は
、
1
時
間
当

り
１
，
０
０
０
円
と
し
て
い
ま

す
が
、
通
常
、
町
民
の
方
は
減

免
の
た
め
、
無
料
で
す
。

Q
審
議
会
を
設
置
す
る
目
的

は
。A

水
道
事
業
の
決
算
で
収
益

的
収
支
が
赤
字
の
部
分
が
あ

り
、
今
の
財
政
収
支
に
合
っ
た

料
金
水
準
で
進
め
て
い
く
上

で
、
財
源
確
保
を
求
め
、
見
直

Ｑ
＆
Ａ
編

主
な
議
案
質
疑

抜粋

す
た
め
で
す
。

Q
構
成
員
の
学
識
経
験
者
と

は
。A

水
道
会
計
に
詳
し
い
会
計

士
と
か
大
学
の
先
生
方
等
を
考

え
て
い
ま
す
。

児
童
福
祉
費

巡
回
支
援
事
業
委
託
料（１４

万
円
）

Q
巡
回
す
る
言
語
聴
覚
士
さ

ん
の
仕
事
と
は
。
ま
た
、
巡
回

の
割
合
は
。

A
こ
ど
も
園
、
保
育
所
を
巡

回
し
、
保
育
中
の
子
ど
も
た
ち

の
言
語
聴
覚
の
発
達
の
様
子
を

保
育
士
と
相
談
し
な
が
ら
指
導

し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

町
内
の
施
設
を
２
名
で
、
月

４
回
程
度
、
１
日
当
た
り
２
時

間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

林
業
総
務
費

森
林
経
営
管
理
事
業
委
託
料

（
５
０
０
万
円
）

Q
本
事
業
に
お
い
て
現
時
点

で
の
状
況
の
説
明
を
。

A
現
在
で
は
、
約
１
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
経
営
管
理
の
委
託

を
受
け
て
い
ま
す
。
山
間
部
の

委
託
契
約
が
で
き
た
方
か
ら
順

次
、
予
算
の
配
分
等
の
調
整
を

し
な
が
ら
、
作
業
面
積
は
年
度

中
に
出
来
る
範
囲
で
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

今
年
度
の
切
り
捨
て
間
伐

は
、
５０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

意
向
調
査
は
土
砂
災
害
の
指

定
地
域
を
重
点
的
に
町
内
全
体

に
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
旧
南
部
町
地
域
は
追
加
さ

れ
な
か
っ
た
の
か
。

A
国
勢
調
査
人
口
減
少
率

２３
％
の
基
準
値
が
あ
り
、
旧
南

部
町
地
域
は
１７
％
、
み
な
べ
町

全
体
で
比
較
し
て
も
２１
％
で
あ

り
、
対
象
は
南
部
川
村
区
域
だ

け
で
す
。

＊
現
在
の
法
律
は
、
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
１２
年
度
ま
で
の
１０

年
間
の
時
限
立
法
で
す
。

Q
過
疎
地
域
の
優
遇
措
置
と

は
。A

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
れ

ば
、
過
疎
対
策
事
業
債
と
い
う

充
当
率
が
１
０
０
％
で
交
付
税

の
算
入
７
割
の
地
方
債
を
起
こ

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
な
べ
町
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

み
な
べ
町
上
下
水
道

料
金
制
度
審
議
会
条

例
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
み
な
べ
町

一
般
会
計
補
正
予
算

9月定例会のあらまし

職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

み
な
べ
町
子
育
て
交

流
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て

みなべ町議会だより P8



8
月
30
日	

紀
南
里
親
支
援
連
絡
会
（
正
副

議
長
、
池
田
議
員
）

9
月
5
日	

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
開
会
、

総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
産
業

建
設
常
任
委
員
会

9
月
7
日	

日
高
広
域
消
防
事
務
組
合
（
井

口
議
員
）

9
月
8
日	

決
算
審
査
特
別
委
員
会

9
月
9
日	

決
算
審
査
特
別
委
員
会

9
月
12
日	

決
算
審
査
特
別
委
員
会

現
地
調
査

9
月
16
日	

令
和
4
年
第
３
回
定
例
会
閉
会
、

広
報
特
別
委
員
会

9
月
21
日
～
22
日　

町
村
議
会
広
報
研
修
会

（
広
報
特
別
委
員
）

9
月
22
日	

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
例
月

出
納
検
査
（
議
長
）

9
月
26
日	

御
坊
日
高
老
人
福
祉
施
設
事
務

組
合
議
会
定
例
会（
谷
本
議
員
）

9
月
26
日
～
28
日　

日
高
郡
議
長
会
県
外
視

察
（
議
長
）

9
月
27
日	

会
計
例
月
監
査
（
下
村
議
員
）、

田
辺
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
例

月
出
納
検
査
（
出
口
議
員
）

9
月
28
日	

産
業
建
設
常
任
委
員
会

10
月
3
日	

日
高
郡
議
長
会
定
期
総
会
（
議

長
）

10
月
6
日	

広
報
特
別
委
員
会
、
議
員
定
数

等
検
討
特
別
委
員
会　

日
高
川

町
へ
（
委
員
長
・
副
委
員
長
・

議
長
）

10
月
7
日	

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
定
例

会
（
正
副
議
長
）

7
月
8
日	

広
報
特
別
委
員
会

7
月
11
日	

広
報
特
別
委
員
会
、
高
速
自
動

車
道
紀
南
延
長
促
進
協
議
会

（
議
長
）

7
月
14
日	

紀
南
病
院
組
合
議
会
定
例
会

（
正
副
議
長
）

7
月
19
日	

広
報
特
別
委
員
会

7
月
21
日	

産
業
建
設
常
任
委
員
会

7
月
22
日	

田
辺
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
例

月
出
納
検
査
（
出
口
議
員
）

7
月
25
日	

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
例
月

出
納
検
査
（
議
長
）	

7
月
27
日	

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会
定
例
会
（
議
長
）	

7
月
29
日	

臨
時
会	

産
業
建
設
常
任
委
員

会
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会

8
月
3
日	

産
業
建
設
常
任
委
員
会

8
月
4
日	

田
辺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合

議
会
（
正
副
議
長
）

8
月
8
日	

み
な
べ
町
防
災
拠
点
備
蓄
倉
庫

新
築
工
事
安
全
祈
願
祭(

正
副

議
長
）

8
月
17
日	

決
算
監
査
（
下
村
議
員
）

8
月
18
日	

決
算
監
査
（
下
村
議
員
）

8
月
22
日	

決
算
監
査
・
現
場
（
下
村
議
員
）

8
月
23
日	

田
辺
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
例

月
出
納
検
査
（
出
口
議
員
）

8
月
25
日	

会
計
例
月
監
査
（
下
村
議
員
）

8
月
26
日	

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
例
月

出
納
検
査
（
議
長
）、
紀
南
地

区
海
上
安
全
対
策
協
議
会
定
例

会
（
議
長
）

一 般 質 問
8人の議員が登壇

議
会
の
動
き

通告順で掲載しました。
ページ 質 問 者 と 質 問 内 容

Ｐ　10
井口　雅裕　議員
①　高齢者社会を考える会を立ち上げては
②　脳ドック受診に対しての補助金を

Ｐ　11 宮﨑　繁幸　議員
①　防災　避難困難地域（暮らしの便利帳）について

Ｐ　12
池田　三千留　議員
①　反社会的「カルト集団」である統一協会について
②　2022年防災避難訓練計画と公衆電話について

Ｐ　13 玉井　伸幸　議員
①　避難所・備蓄等の実効性ある総合的な見直しを

Ｐ　14 棒引　清　議員
①　家屋に危険を及ぼす大木の伐採に対する補助を

Ｐ　15
天野　仁　議員
①　町中に津波避難タワーの設置を懇願する
②　教育委員会の機構改善を

Ｐ　16 山本　秀平　議員
①　みなべ町役場男性職員の育児休業取得率について

Ｐ　17
細川　安弘　議員
①　地域の活性化につながる国際交流協会の設立を
②　AEDの設置状況と防災士の活用について　

町
政
の

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

みなべ町議会だよりP9



一般質問

近隣市町の補助状況
国保脳ドック
補助

実施
有無 対象者 委託料 自己負担 検査内容

みなべ 有 50歳 22,500 2,000 MRI、MRA
眼底検査

田辺 有 16-74 歳 19,550 3,450 MRI、MRA
白浜 有 20-74 歳 23,000 9,500 MRI、MRA

上富田 有 30-74 歳
22,000 3,300 MRI、MRA

眼底検査23,019 3,453
すさみ 無
御坊 無
美浜 無
日高 無

由良 有 40-74 歳
43,800

8,800 MRI、MRA
44,000

印南 有 40-74 歳 43,800 3,000 MRI、MRA

日高川 有 30-74 歳
43,800

9,000 MRI、MRA
44,000

井
い

口
ぐち

雅
まさ

裕
ひろ

 議員

質問 高齢化社会を考える会を立ち上げては
答弁 関係機関と協議、調整をしていく

高齢者福祉

質
問　

高
齢
者
の
声
を
聴

く
場
、
老
後
の
不
安
、
悩

み
等
を
語
り
合
え
る
場
、

介
護
を
し
て
い
る
家
族
等

の
意
見
を
交
換
す
る
場
、

そ
う
い
う
場
の
会
を
た
ち

あ
げ
て
ほ
し
い
ん
で
す
。

　

近
所
の
井
戸
端
会
議
の

話
で
す
が
「
町
内
の
介
護

施
設
に
入
所
す
る
と
月
に

17
万
円
ほ
ど
か
か
る
ん

や
、
年
金
も
ろ
て
も
10
万

円
追
い
打
た
な
あ
か
ん
ね

ん
、１
，０
０
０
万
円
持
っ

て
て
も
１０
年
も
た
ん
ね
ん
。

自
分
の
年
金
で
や
っ
て
い

け
る
施
設
が
ほ
し
い
。」

と
い
う
声
を
き
き
ま
し
た
。

　

高
い
お
金
の
掛
か
ら
な

い
施
設
、
高
い
お
金
の
掛

か
ら
な
い
暮
ら
し
、
そ
れ

行
政
が
や
り
ま
す
と
い
う

よ
う
な
会
を
こ
し
ら
え
て

ほ
し
い
で
す
。

町
長　

高
齢
化
社
会
を
迎

え
ま
し
て
、
生
活
支
援

ニ
ー
ズ
や
困
り
事
へ
の
き

め
細
や
か
な
支
え
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

限
定
で
す
が
『
高
城
あ
が

ら
の
会
』
を
発
足
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
南
部
、
岩
代

上
南
部
、
高
城
清
川
地
区
、

各
圏
域
の
設
置
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

地
域
の
民
生
委
員
、
サ
ロ

ン
等
の
世
話
人
、
認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
な
ど
と
、

連
携
し
な
が
ら
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
地
域

で
懇
談
会
な
ど
を
開
き
、

問
題
の
解
決
に
つ
な
げ
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

脳
ド
ッ
ク
の
受
診

に
対
し
て
補
助
金
を

　

み
な
べ
町
は
50
歳
の
時

に
自
己
負
担
金
２
，
０
０

０
円
で
受
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　

近
隣
市
町
で
は
74
歳
ま

で
補
助
金
を
出
し
て
い
ま

す
。
自
己
負
担
金
３
，
０

　

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間

企
業
、
組
合
等
の
各
種
団

体
、
組
織
と
の
支
援
体
制

の
整
備
充
実
と
と
も
に
、

新
た
な
生
活
支
援
の
担
い

手
と
し
て
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
に
資
す
る
社

会
参
加
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
し
、
在
宅
生
活
を
支

え
る
た
め
地
域
の
ニ
ー
ズ

や
課
題
の
把
握
、
定
期
的

な
情
報
共
有
と
多
様
な
参

画
主
体
間
の
連
帯
強
化
、

新
た
な
担
い
手
育
成
等
に

向
け
た
企
画
立
案
等
を
行

う
協
議
体
を
設
置
し
、
問

題
解
決
に
つ
な
げ
る
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

健
康
長
寿
課
長　

協
議
体

は
、
第
一
層
、
第
二
層
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
第
一

層
協
議
体
は
町
全
体
、
第

二
層
は
各
圏
域
で
活
動
し

て
い
き
ま
す
。
第
一
協
議

体
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

社
協
、
包
括
、
行
政
で
構

成
し
た
メ
ン
バ
ー
で
活
動

を
始
め
て
い
ま
す
。
第
二

層
協
議
体
で
は
高
城
地
区

０
０
円
（
印
南
）
か
ら
９
，

５
０
０
円（
白
浜
）と
な
っ

て
い
ま
す
。
対
象
者
年
齢

を
近
隣
市
町
に
足
並
み
を

揃
え
て
も
ら
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

現
在
50
歳
の
方
の

受
診
率
は
25
％
で
80
％
を

超
え
る
方
が
特
定
健
診
も

受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
脳

ド
ッ
ク
受
診
を
希
望
さ
れ

る
方
が
多
い
よ
う
で
し
た

ら
機
会
を
増
や
せ
ば
よ
い

の
で
す
が
、
単
に
脳
ド
ッ

ク
の
み
の
受
診
で
は
健
康

状
態
の
把
握
は
難
し
い
の

で
特
定
健
診
等
と
併
せ
て

よ
り
効
果
的
な
検
診
に
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
受
診
年
齢
や
健
診
項

目
の
組
み
合
わ
せ
等
を
見

極
め
な
が
ら
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

質
問…

脳
ド
ッ
ク
健
診
に
補
助
金
を

答
弁…

特
定
検
診
の
項
目
と
し
て
検
討
し
た
い

健 康
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一般質問

防　災 宮
みや

﨑
ざき

繁
しげ

幸
ゆき

 議員
質問 避難困難地域について
答弁 まだ十分でない地域もあるが自主防災会と

相談しながら安全避難に努めていきたい

質
問　

暮
ら
し
の
便
利
帳

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
安
全

度
を
表
す
星
形
マ
ー
ク
の

説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

　

内
容
と
し
て
、
星
１
～

３
と
あ
る
が
星
３
は
津
波

避
難
に
た
い
し
て
安
全
性

が
高
い
。
星
２
は
安
全
度

が
高
い
が
注
意
必
要
。
星

１
は
災
害
に
お
い
て
危
険

度
が
高
い
。
地
理
的
状
況

や
環
境
は
理
解
を
し
て
い

る
が
、
こ
れ
に
は
町
有
施

設
５
ヶ
所
の
施
設
が
含
ま

さ
れ
る
場
所
の
緊
急
避
難

先
」
で
あ
り
、
９
カ
所
あ

る
。
津
波
避
難
困
難
地
域

と
は
、
県
で
統
一
の
基
準

が
あ
り
、
地
震
発
生
か
ら

津
波
到
達
時
間
ま
で
に
安

全
な
と
こ
ろ
に
避
難
す
る

こ
と
が
困
難
な
地
域
の
こ

と
で
す
。
町
で
は
大
き
く

分
け
て
、
①
埴
田
、
片
町

②
南
道
、
気
佐
藤
、
千
鹿

浦
③
新
庄
④
山
内
地
区
と

な
っ
て
い
た
が
、
ソ
フ
ト

と
ハ
ー
ド
整
備
（
避
難
時

間
の
短
縮
）
に
よ
り
解
消

し
て
い
る
。

　

避
難
に
お
い
て
、
ま
だ

十
分
で
な
い
地
域
も
あ
る

が
、
自
主
防
災
会
と
相
談

し
な
が
ら
安
全
避
難
に
努

め
て
い
き
た
い
。

堺
地
区
に
は

避
難
所
が
必
要

再
質
問　

み
な
べ
町
は
太

平
洋
に
面
し
た
町
。
海
岸

線
に
位
置
し
た
地
区
は
多

く
あ
る
が
今
回
は
堺
地
区

れ
、
役
場
や
津
波
避
難
セ

ン
タ
ー
等
が
あ
る
。　
　

　

こ
れ
ら
を
含
め
て
避
難

困
難
地
域
の
解
消
に
繋

が
っ
た
と
の
話
も
あ
る
が

安
全
に
避
難
す
る
為
の
説

明
と
町
の
考
え
る
避
難
困

難
地
域
と
は
ど
の
地
区
を

指
し
て
い
た
の
か
聞
か
せ

て
頂
き
た
い
。

町
長　

星
１
～
３
は
安

全
レ
ベ
ル
を
示
し
て
い

る
。
星
1
つ
の
と
こ
ろ

は
「
津
波
の
浸
水
が
想
定

に
つ
い
て
質
問
を
さ
せ
て

頂
き
た
い
。　

　

こ
の
堺
地
区
は
５
～
１０

ｍ
と
海
抜
が
低
い
。
津
波

避
難
の
際
の
高
台
避
難
は

理
解
し
て
い
る
。降
雨（
避

難
指
示
は
旧
会
館
）
地
震

避
難
（
農
免
道
路
沿
い
の

区
民
セ
ン
タ
ー
）
こ
の
二

つ
の
指
定
さ
れ
た
避
難
施

設
は
３
～
５
ｍ
と
低
く
有

事
の
際
の
避
難
所
と
し
て

は
難
し
い
。
被
災
し
て
か

ら
数
日
間
避
難
所
生
活
が

送
れ
る
よ
う
な
施
設
が
必

要
。

　

町
長
の
言
わ
れ
る
高
台

に
代
わ
る
ビ
ル
や
建
物
が

堺
地
区
に
は
無
い
と
し
た

時
に
近
隣
に
建
て
ら
れ
て

い
る
避
難
施
設
を
建
て
る

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

町
の
見
解
は
。

町
長　

以
前
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
二
子
の
里
高
台

移
転
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
よ
る
検
討
の
結
果
、

堺
地
区
の
避
難
施
設
を
独

立
し
て
建
設
す
る
の
が
望

ま
し
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

低
い
と
こ
ろ
に
あ
る
区

民
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
、
浸

水
も
考
え
ら
れ
る
事
か
ら

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

地
元
住
民
の
方
々
に
協

力
を
し
て
頂
き
一
日
も
早

く
進
め
て
い
き
た
い
。

再
々
質
問　

前
向
き
の
答

弁
に
対
し
嬉
し
く
思
う
。

気
象
庁
は
線
状
降
水
帯
情

報
や
発
生
予
告
が
昨
年
か

ら
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ど

う
い
っ
た
対
応
を
取
る
の

か
。
自
主
防
災
会
や
消
防

を
含
め
共
通
認
識
を
図
る

よ
う
お
願
い
し
た
い
。

堺
の
避
難
施
設
は

早
め
に
開
設
し
た
い

町
長　

堺
地
区
の
避
難
施

設
は
進
め
て
い
き
た
い
。

予
告
や
情
報
は
未
だ
周
知

で
き
て
い
な
い
。
早
め
の

避
難
所
の
開
設
。
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
等
で
避
難
経
路

の
確
認
を
お
願
い
し
た
い
。

▲みなべ町津波避難センター
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一般質問

質
問…

防
災
訓
練
と
公
衆
電
話
に
つ
い
て

答
弁…

特
設
公
衆
電
話
の
備
え
と
設
置

防 災

行　政
質問 反社会的カルト集団である「統一協会」について
答弁 公平公正な行政で執行している。いずれの団体であっ

ても偏った政治は行っていない。

池
いけ

田
だ

三
み

千
ち

留
る

 議員

質
問　

町
長
は
「
統
一
協

会
」（
世
界
基
督
教
統
一

神
霊
協
会
）
ま
た
は
世
界

平
和
統
一
家
庭
連
合
に
対

す
る
認
識
を
ど
う
持
た
れ

て
い
ま
す
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
認
識
と
現

在
の
認
識
の
変
化
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　

関
連
団
体
の
行
事
へ
後

援
、
協
賛
、
あ
い
さ
つ
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
で
町
長

や
職
員
が
出
向
く
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
す
か
。　

町
長　
「
統
一
協
会
」
が

こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た

　

ま
た
和
歌
山
市
の
件
で

は
副
市
長
が
「
統
一
協

会
」
関
連
団
体
と
み
ら
れ

る
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
か

ら
表
敬
訪
問
を
受
け
た
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
み
な

べ
町
に
お
い
て
は
、
表
敬

訪
問
を
受
け
た
記
憶
は
あ

り
ま
せ
ん
。
イ
ベ
ン
ト
な

ど
へ
の
参
加
、
後
援
、
協

賛
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
同
様

に
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

再
質
問　
「
統
一
協
会
」

の
霊
感
商
法
、
集
団
結
婚

な
ど
甚
大
な
社
会
的
被
害

の
状
況
を
調
べ
て
い
く
と

相
談
で
き
る
窓
口
の
重
要

性
を
強
く
感
じ
ま
す
。
町

（
産
業
課
）
で
は
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
、
取
り
組
ん

で
い
ま
す
か
。

産
業
課
長　

日
高
管
内
の

エ
リ
ア
で
は
現
在
、
月
２

回
の
体
制
で
御
坊
市
の
職

員
の
巡
回
に
よ
る
消
費
者

生
活
相
談
の
場
と
し
て
、

消
費
生
活
巡
回
相
談
窓
口

を
設
け
て
い
ま
す
。
主
は

活
動
に
対
し
て
そ
こ
ま
で

の
認
識
は
、
正
直
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
自
己
の
主

義
主
張
を
唱
え
る
た
め
に

政
治
家
や
公
務
員
を
利
用

し
政
治
へ
の
関
与
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
公
平
公
正
な

行
政
が
ゆ
が
め
ら
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
み
な
べ

町
と
し
て
は
、
公
平
公
正

な
行
政
を
執
行
す
る
考
え

で
あ
り
、
い
ず
れ
の
団
体

で
あ
っ
て
も
偏
っ
た
政
治

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
報
道
を
受
け

て
認
識
を
改
め
た
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問　

今
年
の
防
災
避
難

訓
練
の
日
程
と
、
災
害
時

の
通
信
障
害
に
活
用
・
注

目
の
公
衆
電
話
の
設
置
場

所
や
台
数
を
お
聞
き
し
ま

す
。

町
長　

１１
月
６
日
（
日
）

午
前
８
時
開
始
予
定
で
す
。

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
後
、

地
震
津
波
避
難
訓
練
を
。

み
な
べ
愛
之
園
こ
ど
も
園

へ
の
避
難
訓
練
な
ど
計
画

中
で
す
。

　

公
衆
電
話
数
は
１７
ヶ

所
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）、
５
ヶ
所

（
町
負
担
・
普
通
電
話
）、

県
が
担
当
で
す
。
今
後
も

場
を
提
供
し
な
が
ら
引
き

１５
ヶ
所
（
特
設
）
で
す
。

再
質
問　

災
害
時
用
の
公

衆
電
話
（
特
設
）
の
緊
急

時
活
用
が
見
直
さ
れ
て
い

ま
す
。
保
管
場
所
・
台
数

は
。
新
こ
ど
も
園
に
も
設

置
は
必
要
で
は
な
い
で
す

か
。

町
長　

公
共
施
設
な
ど

１５
ヶ
所
に
設
け
て
い
ま
す
。

差
込
口
が
つ
い
て
い
る
だ

け
の
現
状
、
電
話
機
の
持

ち
運
び
で
は
な
く
備
え
て

お
く
こ
と
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

消
防
防
災
室
長　

福
祉
避

難
所
で
も
あ
る
新
こ
ど
も

園
に
災
害
時
用
電
話
の
配

置
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
要
望
し
設

置
し
て
い
く
よ
う
に
進
め

て
い
き
た
い
。

続
き
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▲関連文書の一部を拡大
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一般質問

む
し
ろ
、

ニ
ー
ズ

の
有
無

に
か
か

わ
ら
ず
、

制
度
を

設
け
こ

れ
を
奨

励
し
て

い
く
こ

と
が
町

と
し
て

の
役
割
で
は
な
い
か
。

③
町
内
に
は
避
難
場
所
を

数
多
く
指
定
。
こ
の
う
ち

民
間
の
事
業
所
等
で
は
指

定
時
に
協
議
書
を
交
わ
し

役
割
等
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
指
定

さ
れ
る
も
町
と
何
ら
の
協

議
も
な
い
箇
所
が
少
な
か

ら
ず
あ
り
、
災
害
時
に
一

体
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

と
戸
惑
い
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
関
係
者
と
の

協
議
の
場
を
設
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長　

①
自
主
防
災
会
の

専
任
は
望

ま
し
い
が
、

各
区
の
状

況
も
あ
る

だ
ろ
う
か

ら
自
主
防

災
会
の
三

役
と
も
相

談
し
た
い
。

②
区
の
備

蓄
に
対
し

て
町
で
何
と
か
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
東
京
の
い
く
つ

か
の
区
等
に
梅
干
し
の
備

蓄
を
お
願
い
し
て
き
た
手

前
、
町
と
し
て
も
備
蓄
へ

の
補
助
が
必
要
だ
ろ
う
。

備
蓄
倉
庫
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
約
10
㎡
程
度
の
大

き
さ
を
想
定
し
た
補
助
金

の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

③
有
人
の
指
定
避
難
場
所

で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や

必
要
な
備
蓄
品
を
置
か
せ

て
い
た
だ
く
な
ど
、
関
係

者
と
協
議
し
た
い
。

質問 避難所・備蓄等の実効性ある総合的な見直しを
答弁 計画の見直しや各区の後押しをしたい

防　災 玉
たま

井
い

伸
のぶ

幸
ゆき

 議員

備
蓄
等
に
か
か
る
課
題
に

対
す
る
町
の
計
画
は

質
問　

大
規
模
な
備
蓄
倉

庫
の
着
工
に
よ
り
新
た
な

課
題
が
見
え
て
き
た
。
そ

れ
は
、
左
図
の
よ
う
に
供

給
、
搬
送
、
補
給
な
ど
に

関
わ
る
ソ
フ
ト
面
の
想
定

や
計
画
に
つ
い
て
。
こ
れ

に
関
す
る
現
時
点
の
町
の

認
識
は
。

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
人
材

育
成
も
必
要
だ
。

区
に
よ
る
自
主
的
な
活
動

へ
の
後
押
し
を

再
質
問　

①
「
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
」、
大
歓
迎

だ
。
か
ね
て
よ
り
各
区
の

区
長
と
は
別
の
自
主
防
災

会
長
が
専
任
と
し
て
訓
練

や
備
蓄
を
継
続
的
に
リ
ー

ド
す
る
体
制
が
好
ま
し
い

と
考
え
て
き
た
。
導
入
は

各
区
の
判
断
に
よ
る
の
は

当
然
と
し
て
、
町
の
方
か

ら
奨
励
、
提
案
し
て
は
ど

う
か
。

②
災
害
に
お
け
る
自
助
、

共
助
の
重
要
性
が
叫
ば
れ

て
い
る
。
区
自
身
に
よ
る

備
蓄
に
対
し
て
町
か
ら
補

助
金
を
出
し
て
は
ど
う

か
。
現
状
は
補
助
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
が
、
町
が

進
め
る
べ
き
備
蓄
を
区

が
補
う
と
捉
え
る
な
ら

ば
、
町
と
し
て
も
補
助
に

と
り
く
ん
で
い
い
の
で
は
。

町
長　

町
内
の
備
蓄
に
関

す
る
課
題
を
解
消
す
る
た

め
備
蓄
倉
庫
を
着
工
し
た
。

今
後
、
各
地
の
備
蓄
に
つ

い
て
見
直
し
も
含
め
て
全

体
的
な
計
画
を
策
定
し
た

い
。
災
害
時
に
は
職
員
を

常
駐
さ
せ
避
難
所
に
運
搬

す
る
予
定
。
よ
っ
て
個
人

対
応
は
考
え
て
い
な
い
。

避
難
所
か
ら
の
要
請
に
応

え
て
の
搬
送
な
の
で
地
域▲新たな備蓄倉庫を巡って想定される課題	（作図：玉井）

埴田区独自の倉庫
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一般質問

質問 家屋に危険を及ぼす大木の伐採に補助を
答弁 住民の生命及び財産を保護するため

補助制度を検討したい

防災・くらし 棒
ぼう

引
ひき

　 清
きよし

 議員

質
問　

森
林
は
、
国
土
の

保
全
、
水
源
の
涵
養
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
の

働
き
が
あ
り
、
私
た
ち
は

様
々
な
恩
恵
を
受
け
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
適
切
な

手
入
れ
が
必
要
で
、
令
和

元
年
か
ら
「
森
林
管
理
制

度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

額
１
，
０
０
０
円
を
課
税

す
る
「
森
林
環
境
税
」
の

一
部
を
も
っ
て
確
実
に
償

還
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
べ
町
の
総
面
積
の

約
６８
％
を
林
野
面
積
が
占

め
ま
す
。
そ
の
山
間
部
の

状
況
は
、
限
ら
れ
た
平
地
、

日
当
た
り
の
良
い
優
良
地

は
農
地
と
し
て
耕
作
さ
れ
、

住
居
の
多
く
は
山
裾
に
立

地
し
て
い
ま
す
。
時
間
の

経
過
と
と
も
に
背
に
し
た

樹
木
が
巨
木
化
し
、
放
置

す
れ
ば
倒
木
に
よ
り
家
屋

倒
壊
、
人
的
被
害
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
安

全
・
安
心
に
暮
ら
す
た
め
、

家
屋
に
危
険
を
及
ぼ
す
大

木
の
伐
採
に
対
す
る
補
助

を
。

町
長　

令
和
元
年
４
月
か

ら
森
林
経
営
管
理
法
が
施

工
さ
れ
、
町
内
に
私
有
人

工
林
を
所
有
し
て
い
る
方

を
対
象
に
意
向
調
査
を
行

い
、
所
有
者
が
管
理
で
き

な
い
場
合
に
、
町
が
委
託

を
受
け
て
管
理
し
て
い
く

　

森
林
整
備
等
に
必
要
な

地
方
財
源
を
安
定
し
て
確

保
す
る
観
点
か
ら
、「
森

林
環
境
譲
与
税
」
は
令
和

５
年
ま
で
交
付
税
及
び
譲

与
税
特
別
会
計
の
借
り
入

れ
に
よ
り
対
応
さ
れ
、
そ

の
借
入
金
は
令
和
６
年
度

か
ら
国
内
に
住
所
を
有
す

る
個
人
に
国
税
と
し
て
年

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

み
な
べ
町
で
は
、
令
和
元

年
度
よ
り
町
内
を
順
次
、

森
林
経
営
管
理
の
意
向
調

査
を
行
い
、
経
営
管
理
権

に
よ
り
町
管
理
と
な
っ
た

森
林
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
よ
り
切
捨
て
間
伐
を
行

い
整
備
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
よ

り
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
、
河
川
や
林
道
の
倒

木
処
理
を
行
い
、
２
次
災

害
の
防
止
に
つ
な
げ
て
お

り
、
今
後
も
森
林
環
境
税

を
森
林
経
営
管
理
の
調
査

業
務
や
町
管
理
と
な
っ
た

森
林
の
整
備
、
林
道
整
備
、

就
業
補
助
、
薪
炭
林
づ
く

り
な
ど
に
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
質
問
に
対
し
ま

し
て
、
里
山
の
鳥
獣
害
防

止
や
家
屋
等
へ
の
倒
木
被

害
か
ら
住
民
の
生
命
及
び

財
産
を
保
護
す
る
た
め
に

森
林
環
境
税
を
活
用
し
、

補
助
制
度
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

伐
採
事
業
に
対
し
て

は
、・
単
価
・
対
象
範
囲
・

条
件
等
を
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
、
ま
た
、
伐
採
後

の
管
理
の
部
分
も
含
め
て

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
質
問　

こ
の
事
業
を
進

め
る
う
え
で
、
地
域
情
報

の
再
確
認
、
ま
た
、
補
助

頂
い
た
後
の
適
正
管
理
を

続
け
る
に
は
地
域
と
の
連

携
が
必
要
で
は
。

町
長　

ま
ず
は
地
元
の
区

長
さ
ん
方
と
ご
相
談
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
進
め
る

こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。

　

あ
と
、
町
道
の
上
に
か

ぶ
さ
っ
て
き
た
大
木
の
伐

採
も
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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一般質問

質問 町中に津波避難タワーの設置を懇願する
答弁 基礎工事等の厳しい条件で難しい

先ずは高台への避難対策を進めたい

防　災 天
あま

野
の

　 仁
ひとし

 議員

質
問　

今
日
、
教
育
委
員

会
の
所
管
事
務
事
業
が
増

え
て
い
る
中
、
今
の
体
制

実
態
か
ら
職
員
間
に
「
ゆ

と
り
」
が
な
い
と
思
う
。

　

案
と
し
て
、
１
課
１
室

制
か
ら
、
２
課
体
制
に
す

る
と
か
、
教
育
次
長
制
を

取
り
入
れ
る
と
か
、
管

理
体
制
を
充
実
し
、

現
場
と
の
距
離
を

縮
め
、
よ
り
機
能

的
対
応
が
な
さ
れ

る
よ
う
望
む
も
の

で
あ
る
。

町
長　

近
年
の
業

務
量
の
増
大
や
複

雑
化
に
よ
り
、
教

育
委
員
会
に
か
か

わ
ら
ず
事
務
範
囲

が
広
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

国
の
家
庭
庁
設
置
に
伴

い
、
市
町
村
に
於
い
て
、

令
和
６
年
４
月
の
施
行
に

向
け
、
必
要
が
あ
れ
ば
全

庁
的
に
編
成
を
見
直
し
、

町
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

機
構
改
革
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

は
皆
様
方
の
力
で
津
波
到

着
時
間
内
に
高
台
へ
行
っ

て
頂
く
よ
う
な
方
策
を

と
っ
て
ま
い
り
た
い
。

質
問　

こ
れ
ま
で
の
対
策

強
化
を
踏
ま
え
る
中
で
、

南
海
地
震
へ
の
津
波
避
難

訓
練
か
ら
始
ま
っ
て
、
10

年
、
20
年
と
経
過
し
て
来

ま
し
た
。
こ
の
間
、
住
民

の
高
齢
化
が
よ
り
進
ん
で

来
て
お
り
、
高
齢
者
の
避

難
が
困
難
な
こ
と
へ
の
理

振
動
や
騒
音
に
よ
る
影
響

や
、
道
路
幅
員
が
狭
く
大

型
重
機
の
搬
入
に
は
厳
し

い
条
件
と
な
り
、
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
た
め
に
難
し
い

と
考
え
る
。

　

高
齢
者
の
方
々
が
避
難

タ
ワ
ー
に
、
上
が
れ
る
の

か
ど
う
か
、
高
台
に
避
難

で
き
る
よ
う
に
道
を
広
く

し
た
り
と
進
め
て
お
る
と

こ
ろ
で
す
。

再
質
問　

人
生
１
０
０
歳

時
代
と
い
わ
れ
る
今
日
、

長
生
き
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
逃
げ
る
速
さ
も
鈍
る
、

距
離
も
少
な
く
な
る
、
対

応
が
遅
く
な
る
と
い
う
皆

さ
ん
方
の
お
声
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
に
於

い
て
は
、
高
台
が
そ
こ
に

見
え
て
い
な
く
酷
な
話

じ
ゃ
な
い
の
か
な
と
い
う

思
い
も
し
ま
す
。

町
長　

町
内
に
も
３
階
建

の
頑
丈
な
建
物
も
あ
り
垂

直
避
難
を
さ
せ
て
頂
く
こ

と
も
１
つ
。
や
は
り
最
後

解
を
受
け
止
め
て
頂
き
、

身
近
に
津
波
避
難
タ
ワ
ー

の
設
置
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

町
長　

周
辺
の
土
地
は
砂

地
で
、
岩
盤
層
ま
で
30
～

40
メ
ー
ト
ル
あ
る
か
も
。

そ
れ
だ
け
に
基
礎
工
事
の

質
問…

教
育
委
員
会
の
機
構
改
善
を

答
弁…

必
要
が
あ
れ
ば
全
庁
的
に
見
直
し
を

組　織

▲御坊市薗　津波避難タワー
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一般質問

行　政

質問 みなべ町男性職員の育児休業取得率について
答弁 今まで取得した実績はありません

山
やま

本
もと

秀
しゅう

平
へい

 議員

質
問　

父
親
が
育
児
す
る

時
間
が
長
い
ほ
ど
子
供
が

幸
せ
に
な
り
や
す
い
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
り
、
ま
た

夫
の
家
事
育
児
時
間
が
長

い
ほ
ど
妻
の
継
続
就
業
割

合
が
高
く
、
第
2
子
以
降

の
出
生
率
も
高
い
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
産
後
2
年

間
が
最
も
離
婚
率
の
高
い

時
期
で
あ
る
こ
と
も
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
に
は
男
性
の
育

休
取
得
率
は
高
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で

は
8
割
近
く
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
国
も
、
男
性
の

育
児
休
業
取
得
率
を
上

げ
る
こ
と
を
推
進
し
、

２
０
２
５
年
ま
で
に

3０
％
の
取
得
率
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
２
０
２
１

年
度
で
は
、
過
去
最
高

で
は
あ
る
も
の
の
１3
・

９
７
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
質
問

若
い
職
員
の
占
め
る
割
合

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今

後
、
育
児
休
業
等
の
取
得

を
希
望
す
る
職
員
が
多
く

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
職

員
が
育
児
休
業
を
取
得
し

た
後
、
業
務
の
負
担
が
増

え
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、

育
児
休
業
を
し
た
職
員
も

気
兼
ね
な
く
育
児
に
専
念

で
き
る
よ
う
に
、
職
員
の

補
充
も
考
え
な
が
ら
、
快

適
に
勤
務
で
き
る
職
場
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問　

厚
労
省
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
育
児
休
業
制

度
の
利
用
を
希
望
し
て
い

た
が
、
利
用
し
な
か
っ
た

割
合
は
37
・
５
％
。
取
ら

な
か
っ
た
理
由
は
、
職
場

が
育
休
制
度
を
取
得
し
づ

ら
い
雰
囲
気
だ
っ
た
か
ら

が
２１
・
８
％
、
上
司
、
職

場
の
理
解
が
な
か
っ
た
か

ら
が
１５
・
１
％
と
な
っ
て

お
り
、
職
場
環
境
に
起
因

す
る
も
の
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

で
す
。

み
な
べ
町
役
場
男
性
職
員

の
育
児
休
業
取
得
率
は
。

　

行
政
か
ら
男
性
の
育
休

取
得
率
を
上
げ
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
町
長

の
考
え
は
。

町
長　

み
な
べ
町
に
お
い

て
現
時
点
で
は
、
育
児
休

業
を
取
得
し
て
い
る
男
性

職
員
は
お
り
ま
せ
ん
。
過

去
に
お
い
て
も
な
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
本
町

と
し
ま
し
て
も
、
昨
今
、

　

み
な
べ
町
役
場
で
は
今

ま
で
男
性
職
員
の
育
休
取

得
が
な
か
っ
た
原
因
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
ま
す

か
。

町
長　

表
で
言
え
な
い
部

分
が
あ
り
、
裏
で
は
何
か

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
同
僚
と
の
関
係
、
休

み
の
間
誰
が
し
て
く
れ
る

の
か
な
ど
。
条
例
で
は
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
は
何
か
問
題
が
あ
る

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
膝
を
割
っ
て
話
し

合
い
、
取
り
や
す
い
雰
囲

気
作
り
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
育
児
休
業
の
期
間

は
無
給
で
す
の
で
、
そ
の

よ
う
な
経
済
的
な
理
由
も

あ
る
の
で
は
と
思
っ
て
い

ま
す
。
地
方
公
務
員
の
共

済
組
合
の
ほ
う
か
ら
育
児

休
業
手
当
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
も
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
は
全
国
組
織
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
部
分
に
つ
い
て
も
検
討

課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

質問 ：
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一般質問

国際交流

質問 地域の活性化につながる国際交流協会を
答弁 前向きに検討を進めていきたい

細
ほそ

川
かわ

安
やす

弘
ひろ

 議員

質
問　

①
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

状
況
と
設
置
場
所
の
周
知

及
び
今
後
の
設
置
に
つ
い

て
。

②
地
域
の
防
災
力
を
高
め

る
た
め
の
防
災
士
の
活
用

に
つ
い
て

町
長　

①
暮
ら
し
の
便
利

帳
に
掲
載
し
て
い
る
27
か

所
（
町
の
施
設
）、
そ
の

他
高
校
や
交
番
、
銀
行
、

病
院
な
ど
の
施
設
を
含
め

て
50
か
所
と
な
り
ま
す
。

　

設
置
場
所
の
広
報
に
つ

い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
改
善
し
て
対
処
し
て

い
き
ま
す
。

　

救
急
隊
の
到
着
に
時
間

の
要
す
る
地
域
に
お
い
て

は
、
消
防
車
庫
等
に
設
置

し
て
い
き
ま
す
。

②
防
災
士
は
地
域
の
防
災

力
を
高
め
る
た
め
に
必
要

な
防
災
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
会
の
中
で
防

災
士
を
取
得
し
、
地
域
防

災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
く
の
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
補
助
金
（
２

／
３
補
助
）
も
準
備
を
し

て
い
ま
す
。

　

県
主
催
の
「
紀
の
国
防

災
人
づ
く
り
塾
」（
防
災

士
取
得
）
に
町
職
員
５
名

が
受
講
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
区
か

ら
も
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
毎
年
続
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問　

近
年
、
地
方
で
も

外
国
人
技
能
実
習
生
制
度

な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、

多
く
の
外
国
人
が
地
方
に

も
来
て
い
ま
す
。
本
町
で

も
昨
年
よ
り
外
国
人
登
録

者
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

急
速
に
進
む
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、
人
口
減
少
の
中
で
、

将
来
を
見
据
え
、
外
国
人

と
の
協
働
で
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

外
国
人
の
方
々
に
対
し

て
、
ウ
エ
ル
カ
ム
の
気
持

ち
で
接
し
、
互
い
の
文
化

や
県
国
際
交
流
協
会
の
活

動
を
紹
介
し
、
ま
た
、
県

外
国
人
サ
ポ
ー
ト
メ
ー
ル

へ
の
登
録
を
促
す
な
ど
、

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
づ
く

り
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
と
の
交
流
は
ど
こ

ま
で
す
る
の
か
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
が
ど
こ
ま
で
で
き

る
の
か
、
い
ろ
ん
な
課
題

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

旧
南
部
川
村
の
時
代
に

は
中
学
生
が
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
も
行
き
、
評
判
も

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
今
後
ど
う
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
も
含

め
て
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

た
だ
、
一
町
で
や
る
の

か
、
広
域
で
や
る
の
か
、

一
町
で
で
き
る
も
の
は
一

町
で
や
る
し
、
周
辺
市
町

村
と
共
同
で
や
れ
る
べ
き

と
こ
ろ
は
共
同
で
や
っ
て

い
く
の
も
一
つ
の
方
法
か

と
思
い
ま
す
の
で
、
前
向

き
に
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

を
紹
介
す
る
交
流
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
通
し
て
、
み
な

べ
町
の
魅
力
を
発
信
で
き

れ
ば
と
考
え
ま
す
。
そ
う

す
れ
ば
、
み
な
べ
町
に
来

た
い
、
住
み
た
い
と
思
う

人
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

み
な
べ
町
の
国
際
化
に

向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
農
業
遺
産
の

海
外
認
定
地
と
の
交
流
、

海
外
か
ら
の
教
育
旅
行
の

受
入
れ
、
国
際
理
解
教
育

な
ど
に
取
り
組
む
た
め
に

も
国
際
交
流
協
会

が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

町
長　

外
国
人
の

方
々
に
と
っ
て
は

見
知
ら
ぬ
地
域
で

の
生
活
に
対
す
る

不
安
も
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
本
町

で
は
、
県
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
の
業
務

質
問…

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
と
防
災
士
の

活
用
に
つ
い
て

答
弁…

新
た
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
進
め
、
職

員
も
講
習
に
参
加

くらし

質問 ：

▲本町における技能実習生への講習

▲南部公民館に設置のＡＥＤ

防災士：特定非営利活動法人日本防災機構による民間資格みなべ町議会だよりP17



委員会レポート

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
勉
強
会

　

７
月
２１
日
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
の
御
坊
税
務
署
主
催
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
に
委

員
全
員
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

梅
産
地
で
も
あ
り
多
く
の
方

に
関
係
す
る
制
度
で
す
。
そ
こ

で
私
た
ち
議
員
も
こ
の
制
度
を

し
っ
か
り
理
解
し
て
お
こ
う
と

勉
強
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
の
開
始
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
免
除
さ
れ
て
い
た
売

上
高
が
１
，
０
０
０
万
円
以
下

の
事
業
者
に
対
し
て
も
消
費
税

の
納
税
義
務
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
令
和
５
年
１０
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
適
用
を

受
け
る
に
は
令
和
５
年
３
月
３１

日
ま
で
に
登
録
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

税
務
署
や
Ｊ
Ａ
主
催
の
説
明

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
税

務
課
に
も
説
明
書
を
置
い
て
い

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
も
、
こ

の
制
度
を
理
解
し
て
不
利
益
が

生
じ
な
い
よ
う
に
準
備
を
し
て

く
だ
さ
い
。

た
か
の
金
屋
線
崩
落
現
場
確
認

　

８
月
３
日
、
副
町
長
、
建
設

課
長
、
職
員
同
行
の
も
と
、
県

道
た
か
の
金
屋
線
の
崩
落
現
場

を
確
認
し
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

崩
落
は
７
月
２０
日
に
発
生
し
、

道
路
が
遮
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
視
察
し
た
時
点
で
も
崩

落
が
完
全
に
止
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

復
旧
工
事
を
開
始
す
る
に
は

崩
落
が
完
全
に
治
ま
る
の
を
待

つ
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
完

全
復
旧
に
は
数
年
掛
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

崩
落
現
場
の
上
流
で
は
２６
戸

に
７７
名
の
方
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
生
活
道
路
が
寸
断
さ
れ
た

た
め
、
生
活
に
大
き
な
支
障
を

来
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
緊

急
に
仮
歩
道
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

　

車
で
は
、
市
井
川
か
ら
上
洞

経
由
で
迂
回
す
る
し
か
な
く
、

４０
分
以
上
余
計
に
掛
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
早
急
に
仮
設
道
の
建

設
が
切
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
７
名
の
園
児
、
児
童
は
、

教
育
委
員
会
が
バ
ス
を
手
配
し

て
く
れ
て
問
題
な
く
通
学
で
き

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
の
８
月
３１
日
の
全
員

協
議
会
に
お
い
て
、
建
設
課
か

ら
仮
設
道
の
計
画
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
左
図
の
よ

う
に
崩
土
現
場
を
避
け
な
が
ら

敷
設
さ
れ
ま
す
。
町
、
県
が
一

丸
と
な
っ
て
年
内
の
完
成
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
議
員
は
そ
れ
を
見
守

り
な
が
ら
、
１
日
で
も
早
く
平

常
な
生
活
を
取
り
戻
さ
れ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

インボイス制度勉強会(７月２１日)、県道たかの金屋線崩落現場確認(８月３日)、農
業施設燃油高騰対策（８月３１日）、百年の森視察（９月２８日）を行いました。

産業建設常任委員会
委員会レポート

仮設の歩道

崩落現場の遠景

仮設道計画図面

みなべ町議会だより P18



委員会レポート

放
置
さ
れ
て
い
た
土
地
の
乱
開

発
を
防
止
し
、
東
神
野
川
地
区

の
水
源
地
を
守
る
た
め
に
村
が

購
入
に
踏
み
切
っ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
１７
年
か
ら
、「
み
な
べ

百
年
の
森
づ
く
り
事
業
」
と
し

て
自
然
樹
林
を
再
生
さ
せ
、
長

期
的
な
植
物
の
変
化
が
見
え
る

水
源
涵
養
の
森
と
し
て
復
元
す

る
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
各
種
団
体
や
小

学
生
が
計
１
６
，
６
３
９
本
の

植
樹
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
平
成
２３
年
の
大

水
害
に
よ
り
、
進
入
道
路
や
水

路
が
崩
壊
し
、
ま
た
植
樹
や
ビ

農
業
施
設
燃
油
高
騰
対
策

　

８
月
３１
日
、
産
業
課
長
、
職

員
か
ら
農
業
施
設
の
燃
油
高
騰

対
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

県
議
会
で
農
業
施
設
の
燃
油

高
騰
分
の
差
額
に
つ
い
て
補
助

が
決
定
さ
れ
た
の
を
受
け
、
町

で
も
そ
れ
に
上
乗
せ
す
る
形
で

の
補
助
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
１６
日
の
委
員
会
で
産
業

課
に
対
し
、
高
騰
分
の
差
額
補

填
等
、
短
期
的
・
直
接
的
な
対

策
を
要
望
し
て
い
ま
し
た
。

（
詳
細
は　

６
ペ
ー
ジ
）

み
な
べ
百
年
の
森
視
察

　

９
月
２８
日
、
産
業
課
長
、
職

員
か
ら
委
員
会
室
で
事
前
に
こ

れ
ま
で
の
経
緯
の
説
明
を
受
け
、

質
疑
応
答
の
あ
と
、
現
地
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

み
な
べ
百
年
の
森
は
、
南
部

川
村
時
代
の
平
成
１６
年
に
、
購

入
取
得
し
た
土
地
で
す
。
サ
ー

キ
ッ
ト
場
の
開
発
が
と
ん
挫
し
、

オ
ト
ー
プ
も
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
進
入
道
路
や

水
路
も
令
和
３
年
、
治
山
事
業

に
よ
り
復
旧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
「
百
年
の
森
事
業
」
に

つ
い
て
の
今
後
の
基
本
方
針
は
、

大
き
な
予
算
を
掛
け
ず
、
自
然

林
へ
の
再
生
を
目
指
す
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
町
有
林
に
つ
い

て
は
数
年
後
に
搬
出
間
伐
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
年
ぶ
り
に
現
地
を
訪
れ
ま

し
た
が
、
想
像
以
上
に
自
然
林

が
広
が
っ
て
お
り
、
見
違
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
自

生
し
た
松
等
も
多
く
見
受
け
ら

れ
、
自
然
林
へ
再
生
さ
れ
る
日

も
近
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

視
察
後
、
委
員
か
ら
は
「
災

害
の
危
険
個
所
が
あ
り
心
配
、

未
然
に
防
ぐ
手
立
て
が
必
要
で

は
」「
自
然
林
へ
の
再
生
以
外

に
有
効
な
活
用
は
な
い
の
か
」

「
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
聞
か

さ
れ
て
い
た
が
、
初
め
て
現
地

を
訪
れ
素
敵
な
場
所
だ
と
思
え

た
」「
森
林
研
修
等
に
活
か
せ

な
い
か
」「
現
地
ま
で
の
路
面

が
ひ
ど
い
状
態
」「
キ
ャ
ン
プ

地
開
発
等
、
極
力
予
算
を
掛
け

ず
に
活
か
す
方
向
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
」
等
、
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
土
地
の
利
活
用
を
考
え

る
う
え
で
、
ま
ず
委
員
が
現
状

を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う

と
企
画
し
た
も
の
で
す
。
初
め

て
訪
れ
た
委
員
も
お
り
、
実
際

に
現
地
を
見
た
こ
と
で
、
今
後

の
活
動
に
つ
な
が
る
有
意
義
な

視
察
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

みなべ百年の森の概要
・購 入 年 月　平成16年 9月
・購 入 面 積　約130ha
・平 地 面 積　約16.5ha
・植 樹 面 積　6.37ha
・植 樹 本 数　16,639 本
・植樹参加者数　1,815名

直近に植樹された場所

復旧した進入路・水路

高台より全景を望む、手前はヘリコプター訓練エリア

みなべ町議会だよりP19
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こ
れ
ま
で
の
経
緯
は

８
月
４
日

町
長
に
対
し
、
東
吉
田
区
長
と
、

み
な
べ
愛
之
園
こ
ど
も
園
保
護

者
会
長
、
園
長
の
連
名
で
信
号

設
置
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
。

８
月
16
日

田
辺
警
察
署
に
陳
情
。

８
月
17
日
〜
18
日

自
動
車
の
交
通
量
調
査
。

９
月
５
日
〜
６
日

県
道
の
横
断
歩
道
を
渡
る
歩
行

者
の
調
査
。

９
月
９
日

総
務
課
長
、
建
設
課
長
、
担
当

職
員
が
田
辺
警
察
署
で
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
を
実
施
。

　

信
号
機
設
置
の
指
針
に
当
て

は
め
る
と
、
主
要
道
路
の
交
通

量
や
隣
接
す
る
信
号
機
と
の
距

離
が
１
５
０
ｍ
離
れ
て
い
る
こ

と
は
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

　

信
号
機
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
抑
止
で
き
た
と
思
わ
れ
る

人
身
事
故
が
、
こ
の
１
年
間
に

２
件
以
上
あ
る
こ
と
な
ど
の
条

件
に
は
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。

　

小
中
学
校
、
幼

稚
園
、
病
院
、
老

人
福
祉
施
設
等
の

付
近
に
お
い
て
交

通
の
安
全
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と

は
こ
ど
も
園
の
送

迎
は
車
で
あ
る
た

め
、
当
て
は
ま
り

ま
せ
ん
。

　

従
道
路
（
主
道

路
と
交
差
す
る
道

路
）
の
交
通
量
が

１
日
当
た
り
３
０

０
台
を
超
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

通
勤
時
間
帯
に
お
け
る
歩
行

者
の
横
断
が
３
件
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の

信
号
機
設
置
は
見
送
り
と
な
り

ま
し
た
。

　

信
号
機
設
置
に
関
し
て
は
地

域
住
民
の
反
対
が
な
い
こ
と
が

大
前
提
で
、
設
置
に
向
け
て
は

住
民
の
声
を
警
察
に
届
け
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

大
型
量
販
店
が
出
来
て
か
ら

の
交
通
量
の
増
加
や
事
故
等
の

発
生
に
よ
り
、
再
度
検
討
す
る

こ
と
は
可
能
と
の
答
え
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
設
置
に
向
け
た
取
り

組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
交
差
点
付
近
で

乱
暴
な
運
転
が
見
受
け
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
ど
も
園
へ
の
送

迎
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
気
を

付
け
て
い
た
だ
く
よ
う
園
に
委

員
会
と
し
て
お
願
い
し
ま
し
た
。

議
員
定
数
等

検
討
特
別
委
員
会

　

９
月
議
会
に
お
い
て
「
議
員

定
数
等
検
討
特
別
委
員
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

議
長
を
含
む
議
員
全
員
で
構

成
さ
れ
ま
す
。
委
員
の
互
選
で

委
員
長
に
天
野
仁
議
員
、
副
委

員
長
に
下
村
勤
議
員
を
選
出
し

ま
し
た
。

　

本
委
員
会
の
目
的
は
、
議
員

定
数
、
議
員
報
酬
、
政
務
活
動

費
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
一
定

の
結
論
を
出
す
こ
と
で
す
。

９
月
16
日

第
１
回
委
員
会
を
開
催

・
定
数
を
削
減
し
た
近
隣
議
会

へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
（
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
等
）
の
実
施
を
確

認・
定
数
や
報
酬
を
ど
う
判
断
す

べ
き
か
の
拠
り
所
を
得
る
た
め

の
勉
強
会
実
施
を
決
定

・
令
和
５
年
３
月
議
会
を
目
標

に
結
論
を
出
す
こ
と
を
確
認
。

みなべ愛之園こども園に通じる町道小山田中線と小山田大塚線に係る信号機の設
置の要望書を、6月6日に町長に提出しました。その後の経過について報告します。

総務文教常任委員会
委員会レポート
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委員会レポート

全
国
町
村
議
会
広
報
研
修
会

　

今
年
度
、
３
年
ぶ
り
に
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
多

く
の
議
員
が
出
席
し
て
い
ま
し

た
。

　

３
名
の
講
師
の
方
か
ら
「
議

会
だ
よ
り
」
の
作
成
に
つ
い
て

様
々
な
視
点
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
、

簡
単
に
報
告
し
ま
す
。

講
義
１

「
持
続
可
能
な
議
会
広
報
へ
」

　

時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
の
観
点
か
ら
読
者
目
線

の
紙
面
づ
く
り
を
。「
伝
え
る
」

と
「
伝
わ
る
」
は
別
、
伝
え
る

た
め
の
工
夫
が
大
切
で
あ
る
。

「
①
要
点
を
つ
か
む
。
②
大
事

な
こ
と
を
先
に
。
③
分
か
り
や

す
く
正
確
に
。
④
具
体
的
に
。

⑤
事
実
と
意
見
を
区
別
」

な
ど
に
つ
い
て
他
町
村
の
紙
面

を
参
考
に
し
て
分
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
義
２

「
こ
れ
か
ら
の
議
会
広
報
を
考

え
る
」

　

情
報
発
信
は
ア
ナ
ロ
グ
と
デ

ジ
タ
ル
の
共
存
で
。
チ
ラ
シ
・

Ｈ
Ｐ
・
ク
チ
コ
ミ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

組
み
合
わ
せ
を
考
え
る
。

　

情
報
が
伝
わ
る
広
報
誌
の
作

成
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
住
民

参
加
（
住
民
の
共
感
を
獲
得
）

②
写
真
と
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
③

タ
イ
ト
ル
・
見
出
し
（
わ
か
り

や
す
さ
）

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
義
３

「
３
つ
の
議
会
広
報
が
教
え
て

く
れ
る
こ
と
」

　

議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀

作
品
か
ら
大
切
な
視
点
と
し
て
、

①
議
員
主
導
（
議
員
が
作
る
）

②
読
者
目
線
（
住
民
の
知
り
た

た
め
、
首
都
圏
の
情
報
発
信
拠

点
と
し
て
平
成
16
年
２
月
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
県
産

品
販
売
促
進
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
販
売
金
額
は

８
，
４
９
３
万
円
、
年
間
取
扱

商
品
７
８
２
点
。
売
上
で
は
梅

干
し
が
31
％
を
占
め
、
加
工
食

品
13
％
、
農
産
物
13
％
、
続
い

て
菓
子
類
が
11
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

店
頭
で
の
青
梅
の
販
売
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
１
㎏
等
の
小
売

り
が
主
で
、
シ
ー
ズ
ン
の
１
ヶ

月
余
で
約
１
，
０
０
０
㎏
扱
う

と
の
話
で
し
た
。
梅
干
し
の
ブ

ー
ス
で
は
梅
の
効
能
に
つ
い
て

の
広
告
も
掲
示
さ
れ
て
お
り
、

販
売
促
進
効
果
を
期
待
し
ま
す
。

９月２１日、東京都千代田区砂防会館において「令和４年度町村議会広報研修会」
が開催され、６名の議員が出席し研修を受けてきました。

広 報 特 別 委 員 会
委員会レポート

い
ニ
ー
ズ
）
③
住
民
参
加
④
ビ

ジ
ュ
ア
ル
化
（
写
真
・
パ
ネ
ル

化
）
⑤
問
題
提
起
⑥
エ
ビ
デ
ン

ス
（
根
拠
）
な
ど
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
町
民
に
寄
り
添
い

読
み
や
す
く
伝
わ
る
「
議
会
だ

よ
り
」
を
目
指
し
て
、
な
お
一

層
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

視
察
研
修
　
わ
か
や
ま
紀
州
館

　

東
京
有
楽
町
に
あ
る
和
歌
山

県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
わ
か

や
ま
紀
州
館
」
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

世
界
遺
産
の
認
定
を
契
機
に

和
歌
山
の
Ｐ
Ｒ
と
観
光
誘
致
の

みなべ町議会だよりP21



移 住

　移住
者にも

っと手
厚い支

援があ
れ

ば良い
と思い

ます。

　この
町は本

当に自
慢でき

る素敵
な

町です
。都市

部の方
々は自

然豊か
な

町での
暮らし

にあこ
がれが

強いと
感

じます
。その

ことと
、みな

べ町の
農

家の後
継ぎ不

足の問
題など

、うま
く

かけ合
わせて

お互い
解決に

つなが
れ

ばいい
なと思

います

スポーツ

　スポ
ーツは

、生活
してい

く中で
、

本当に
いろん

な効果
がある

ので、

振興に
力を入

れてい
くのは

、すご

く大事
な事だ

と思い
ます。

　しか
し、今

コロナ
や、熱

中症が

問題と
なって

いる世
の中で

どうス

ポーツ
行事を

行うか
、改め

て考え

る事が
必要だ

と思い
ます。

環 境　他府県からみなべ町に行楽、旅行

に来て、まず寄る所は、道の駅うめ

振興館を、もっと魅力ある所にして

もらいたいです。　旧南部幼稚園の駐車スペースに人

工芝の遊戯スペースが出きる事は、

子供がある方々には良いと思います。

みなべ町内には、小さな公園は沢山

あるけれど、「さてっ」と思って行

きたい所はない！

財 政　支援金もいろいろと
あるのですね。　注目支援金のところ、
もっと大きく出したら
いいと思います。　若者にも目をいきや
すいように。

みなべ町議会広報特別委員会では、「議会だより」の内容の充実を図るために町民の皆さん
の中から「議会広報モニター」制度を活用しています。このほど、第６７号（令和４年８月発
行）について、アンケート調査を実施し、建設的な意見を頂きましたので、今回は、その一部
を紹介します。

議会広報モニターさんの意見をご紹介

読者との交流ページ

表 紙
　今回の表紙の子ども
たちの笑顔の写真は特
に良かったと思います。
癒されました。
　子どもたちを見てい
るとほっとします。

P　R
　全国におけるみなべ町の認知

度

は、低いのではと感じます。こ
ん

なにすばらしいのに知られてい
な

いのはもったいなく思います。

　若い人たちにこそもっとみな
べ

町を知ってもらう為に、各大学
か

らのインターンシップなどを受
け

入れてみるのも良さそうだなぁ
と

思ったりもしました。
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　9月 12 日、ホテル&リゾーツ和歌山みなべで、今年の梅収穫
時期に町内で実施した「梅収穫ワーケーション」を主催した団体
（チーム・ワー）代表の島田由香氏による講演会が開催され、各
種農家団体や商工関係者など多くの方が参加しました。
　今回の講演は、みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会とみ
なべ観光協会が共催して開いたものです。首都圏の会社員など
123 人が梅農家 11 戸で、仕事の合間に農作業に汗を流しながら、
自身の仕事にまい進した体験後に実施したアンケート調査の結果
を報告しました。　参加者の、ほぼ全ての方がポジティブ感覚が
上昇し、仕事の効率が高まったと回答し、引き続き次年度も参加
したいとの、意向を示しています。
　特に、「人との新たな出会いが宝物」「自然や人からエネルギー
をもらえた」「無になるくらい集中できた」「梅を食べるようにな
った」「梅作業の大変さを知って梅が愛おしくなった」など、地
域の人との交流の重要性や郷土愛、特産品の梅への愛着が一段と
高まったと、その効果の大きさをデータで示しました。
　島田氏は、今回の梅ワーケーションの成果を受けて、来年度か
らは更に 5月から 7月までの期間に拡大し、様々な農作業にも参
加するプランを実施し、対象農家もみなべ町から田辺市も含めて
エリアを拡大し、将来的には梅以外の作業にも広げたいとの考え
を示しました。
　また、「今回の取り組みを継続していくためには、参加者の交
通費や宿泊費、運営などのサポートも必要」さらに「ワーケーシ
ョンで得た継続的な幸福（ウェルビイーイング）が、普段の仕事
における幸せにつながり、この感情の高まりがビジネス成長のカ
ギを握る」と強調し、講演を締めくくりました。

最
近
、新
聞
に
載
っ
て
る
け
ど
、

令
和
５
年
１０
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
が
始
ま
る
み
た
い
ね
。

新
た
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度（
税
額

証
明
）で
、課
税
事
業
者
に
登
録

す
る
事
で
、消
費
税
額
を
よ
り

正
確
に
計
算
し
て
申
告
出
来
る

よ
う
に
な
る
よ
。

何
だ
か
、難
し

そ
う
ね
。

で
も
取
引
先
か
ら

す
れ
ば
、税
額
証

明
番
号
を
持
っ
て

い
る
課
税
事
業
者

か
ら
の
取
引
が
増

え
、逆
に
免
税
事

業
者
と
の
取
引
が

減
っ
て
し
ま
う
か

も
な
。

よ
ー
し
。

僕
も
イ
ン
ボ
イ
ス

勉
強
し
よ
う
と
。

四 コ マ 漫 画

「インボイス」編

▲企画団体（チーム・ワー）
　代表の島田由香さんが講演

▲講演会終了後には、参加者と記念撮影（ホテル＆リゾーツ和歌山みなべ）

収穫体験がビジネス成長のカギを握る！

梅収穫ワーケーションで

その効果と可能性を強調！

のこんな事あんな事み な べ 町

作　ウメたん

みなべ町議会だよりP23



お
住
ま
い
：
清
川

お
仕
事
：
炭
焼
き

趣
味
：
サ
ー
フ
ィ
ン
　
発
酵
食
品
作
り

よ
う
こ
そ
み
な
べ
町
へ
！

移
住
・定
住
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

山
崎 

歩
あ
ゆ
み

さ
ん

（
33
）

竜
博
物
館
で
働
き
ま
し
た
。

み
な
べ
に
戻
っ
て
き
た
理
由
は

　
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
い
い
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
生
ま
れ
育

っ
た
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
清

川
は
自
然
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。
山
が
好
き
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
炭
焼
き
を
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
炭
焼
き
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

炭
焼
き
の
仕
事
は
ど
う
で
す
か

　

窯
の
に
お
い
で
火
加
減
の
調
整
を
す
る
の
が
難
し
い
で
す
。

窯
は
そ
れ
ぞ
れ
ク
セ
が
違
い
ま
す
。
窯
の
作
り
方
を
学
び
、

将
来
的
に
は
、
山
を
渡
り
そ
の
場
所
に
窯
を
作
っ
て
炭
作

り
を
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

今
後
や
り
た
い
こ
と
は

　

動
物
が
好
き
な
の
で
、
牛
、
馬
、
山
羊
、
羊
、
ロ
バ
、

に
わ
と
り
な
ど
を
飼
い
た
い
と
思
って
い
ま
す
。
絞
っ
た
ミ
ル

ク
か
ら
発
酵
食
品
も
作
り
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

大
学
卒
業
後
ど
ん
な
経
験
を
し
ま
し
た
か

　

大
学
卒
業
後
、
山
が
好
き
な
こ
と
と
自
給
自
足
に
興

味
が
あ
り
、
猟
銃
の
免
許
を
取
り
ま
し
た
。
北
海
道
で
は

エ
ゾ
シ
カ
を
獲
っ
た
り
、
牛
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
東
京
、
フ
ラ
ン
ス
、
沖
縄
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ニュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
チ
リ
、
台
湾
な
ど
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
制
度
を

活
用
し
な
が
ら
め
ぐ
り
ま
し
た
。

　

東
京
で
は
い
ろ
ん
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
経
験
し
ま
し
た
が
国

会
図
書
館
の
仕
事
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
、
ニュー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
農
場
で
働
き
ま
し
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
チ
リ
で
は
カ
ニ
工
場
で
働
き
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
人
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
の
出
会
い
で
は
、
機
械
に
お

金
を
払
う
の
で
は
な
く
、
人
や
動
物
に
お
金
を
使
う
ほ
う

が
い
い
と
い
う
考
え
方
に
共
感
し
ま
し
た
。
台
湾
で
は
恐

議
会
だ
よ
り
　み
な
べ
第
6
8
号
　
令
和
4
年
11
月
１
日
発
行

発
行
　
和
歌
山
県
み
な
べ
町
議
会

〒
6
4
5
-0
0
0
2
和
歌
山
県
日
高
郡
み
な
べ
町
芝
7
4
2

TEL　
0
7
3
9
-7
2
-1
3
3
4
　
Fax　

0
7
3
9
-7
2
-1
3
3
5

議
会
の
傍
聴
に
お
越
し
下
さ
い

12
月
議
会

12
月
6
日（
火
）午
前
９
時
～

次
回
の
議
会
開
会
予
定
は
次
の
通
り
で
す

あ

と

が

き

早
い
も
の
で
広
報
委
員
会
に
入
っ
て
２
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
広
報
誌
を
作
る
と
い
う

経
験
は
な
く
、
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
苦
労
し
ま
し

た
が
、
住
民
の
方
と
の
新
し
い
出
会
い
も
あ
り
、
今
は

楽
し
み
な
が
ら
記
事
を
作
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
記
事
に
も
あ
り
ま
す
が
広
報
委
員
会
で
３
年

ぶ
り
の
東
京
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は

あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
人
と
の
接
触
を
避
け
た
交

通
手
段
を
選
び
会
場
に
向
か
い
ま
し
た
。
研
修
で
は
、

広
報
の
役
割
と
い
う
の
は
、
情
報
を
伝
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
広
聴
す
る
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
確
か
に
、
一
方
的
に
情
報

を
伝
え
ら
れ
て
も
聞
き
た
く
な
ら
な
い
よ
な
あ
と
い
う

こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
住
民
の

方
の
ご
意
見
を
さ
ら
に
議
会
だ
よ
り
に
反
映
し
、
よ
り

よ
い
広
報
誌
に
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会　

副
委
員
長　

山
本
秀
平


